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筑波大学スマートウエルネスシティ政策開発研究センター 

「スマートウエルネスシティ アカデミー」 募集要項 

期      間： 2022 年 10 月～2023 年 2 月（90 分×20 コマ） 

定      員： 20 人（最少人数：11 人）※弾力的に調整あり 

受   講   料： 1 人あたり 66 万円（税込）※実地研修の宿泊費、移動費は別途受講者負担。1社あたり最大 2人までとする 

開 催  方 法： 対面（感染状況で対面不可の場合は開催を延期する）※毎回の講義は録画収録し、オンデマンドで配信する 

開 催  場 所： 筑波大学東京キャンパスまたは都内近郊会議室 ※学外でのフィールドワーク（実地研修）あり 

受 講  対 象： 健康経営を推進する企業、スポーツ・健康関連団体、自治体及び省庁などに所属するウエルネス社会の課題解決

を担う次世代プロジェクトリーダー（候補を含む）等 

備    考： 修了者には修了証、ならびにスマートウエルネスシティ・コミュニティの ID を発行する 

カリキュラム： 下表の通りとする。なお、講師ならびに日程については変更の可能性もある 

コマ 日付 時間 インプットセッション 
アクティブラーニング 

フィールドワーク グループワーク、メンタリング 

1 

２ 
10/1（土） 

13:00～17:00 

(17:30～交流会) 

導入セッション（オリエンテーション、参加者交流会、事前評価） 

  

本アカデミーにおける特定課題の共有 

  「何がウエルネス社会の本質的課題なのか？」 

担当：久野 譜也 
（筑波大学 体育系教授、ＳＷＣ政策開発研究センター長） 

基礎セミナー 「社会課題解決に不可欠な基礎能力を身につける」 

 

 

【グループワーク】 

1 グループ少人数で、特定課題解決の

ための事業計画策定に向けたディスカ

ッション、ならびに報告会に向けた資

料作成などを行う 

 

＊講義終了後21:00 まで教室を開放

する 

＊その他、月曜 18:30～21:00にも

教室を開放する 

（ただし、教員は立ち会わないため、

教室の利用規則を遵守すること） 

＊教室での実施は任意であり、グルー

プ内で日程を調整し、リモートで行

っても構わない 

 

【メンタリング】 

教員、および白子町の関係者、キーパ

ーソンによるメンタリングを、適宜実施

することができる 

３ 10/6(木) 18:30～20:00 

「課題設定力・解決力の土台となる論理的思考力を 

身につける」 

担当：守屋 麻樹 

（本アカデミーコーディネーター） 

４ 10/13(木) 18:30～20:00 

「社会課題解決へ求められるマーケティングとは： 

地球環境を中心に」 

担当：西尾 チヅル 

（筑波大学 経営学学位プログラム教授） 

５ 10/20(木) 18:30～20:00 

「人と人との関係から社会課題に取り組むＡＩ技術」 

担当：倉橋 節也 

（筑波大学 経営学学位プログラム教授） 

６ 10/27(木) 18:30～20:00 

「企業成長を実現するＤＸ入門」 

担当：立本 博文 

（筑波大学 経営学学位プログラム教授） 

事例検討セミナー 「SWC実事例から課題の視点と解決の実際を学ぶ」 

７ 11/10(木) 18:30～20:00 

「スポーツ環境デザインと地方創生：官民連携によるマ

ネジメント」 

担当：松田 裕雄 

(筑波大学 国際産学連携本部客員准教授) 

８ 11/17(木) 18:30～20:00 

「地域再生のための次世代型『まちづくり』の社会実装

はどのようにして実現されたか？」 

担当：神田 昌幸 

（大阪府・市特別参与／大和ハウス工業常務理事） 

９ 11/24(木) 18:30～20:00 

「医療を中核とした『まちづくり』の社会実装は 

どのようにして実現されたか？」 

担当：鈴木 邦彦（医療法人博仁会 理事長） 

１０ 11/26(土) 13:00～16:00 

「健康都市の自治体づくりにおける意思決定プロセス

と課題解決：企業との連携を見据えて」 

担当：久住 時男 

（筑波大学 国際産学連携本部顧問） 

１1 

１2 
12/3（土） 

13:00～17:00 

（17:30～交流会） 
 

特定課題解決に向けた 

事業計画中間報告会 

（参加者交流会） 

  

１3 

１4 

１5 

１6 

12/9（金） 

～12/10（土） 

（集合時間等の 

詳細は別途案内） 
 

特定課題に関する実地研修 
1 泊 2日 in 千葉県県白子町 

・グループごとに自治体と共に実地研修 

・自治体と合同でナイトサイエンス 

  

インスピレーションセミナー 「最先端をゆくパイオニアからブレークスルーの起点を得る」 

  

 

【グループワーク】 

特定課題解決を導く事業計画立案に

向けたグループワーク、ならびに最終

報告会の資料作成を行う 

＊教室の開放曜日・時間は上記と同様 

１7 1/13(金) 18:30～20:30 

「多様な身体性を構成するための 

テクノロジーとコミュニティ」 

担当：落合 陽一 

（筑波大学 デジタルネイチャー開発研究センター長／

図書館情報メディア系・准教授） 

１8 1/21（土） 13:00～15:00 

「スポーツで考える日本の未来 

：多様な人材が必要な理由」 

担当：山口 香 

（筑波大学 体育系教授、ＳＷＣ副センター長） 

19 

20 
2/11（土･祝） 

13:00～17:00 

（17:30～祝賀会） 
特定課題解決に向けた事業計画最終報告会、グループ評価、アワード授与、事後評価、修了祝賀会 

 


